



































 現在、戦後日本の平和と繁栄は第 2 次世界大戦の惨禍の上に築かれたものとの認識で語られる
ことが多い1。その惨禍の一つに挙げることができるのが、第 2 次世界大戦末期の1943年(昭和
                                                                
1
  一例を挙げると、天皇は自身が満 85歳の誕生日を迎える三日前の 2018年 12月 20日の記者会見で「先の大
戦で多くの人命が失われ、また、我が国の戦後の平和と繁栄が、このような多くの犠牲と国民のたゆみない
努力によって築かれたものである」（『朝日新聞』2018 年 12 月 23 日付朝刊の記事「記者会見録」）と述べて
おり、その認識は多くの国民が共有している第 2 次世界大戦に対する「集合的記憶」の一つと捉えることが
できる。集合的記憶について論じた著書に M.アルヴァックス著 / 小関藤一郎訳『集合的記憶』（行路社 
1989 年）がある。なお記憶についてはこれまで戦争被害者の問題や国民国家論の中で論じられ、前著をは
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それまで放置されてきた学徒動員、学徒出陣に関する調査を行うとの想いにもとづく依頼を受けて、 






陣調査を行っている。調査の成果は2006年 3 月と 7 月に 2 巻にまとめられ、『京都大学における
「学徒出陣」調査研究報告書』(京都大学大学文書館)として刊行されている。同書に収録されてい
る内容は京都大学における学徒出陣に関する在学生の基礎的データと関係資料、18名の軍隊生活
体験者に聞き取りを行った記録で全 2 巻計748頁にまとめられている。 

















                                                                
5
  明治大学の報告書刊行の経緯については、同大学史資料センターに伺って記述した。 
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解できる。『証言 太平洋戦争下の慶應義塾』（白井厚ほか編 慶應義塾大学出版会 2003 年 11 月）、『大学
における戦没者追悼を考える』（白井厚著 2012 年 11 月）、『敗戦 60 年 戦争はまだ終わっていない－謝罪
と赦しと和解と－』（青山学院大学プロジェクト 95 2005年 8月）、『ミッション・スクールと戦争－立教学
院のディレンマ』（老川慶喜ほか編 東信堂 2008 年 3 月）、『中央評論 特集 戦争を生きた先輩たち い
ま後輩へ伝えたいこと』（中央評論編集部 2008 年 5 月）、『戦争を生きた先輩たち－平和を生きる大学生が
取材し、学んだことⅠ』（松野良一監修 2010 年 8 月）、『戦争を生きた先輩たち－平和を生きる大学生が取
材し、学んだことⅡ』（松野良一監修 2010 年 10 月）、『文系私立大学における学徒出陣の基礎的研究』（新
井勝紘編 2017年 3月）。 
7
  『法政大学と出陣学徒（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 上）』（法政大学 2017 年 3 月）7 頁。以下、
この（2）の項の執筆にあたっては、特に断らない限り、同書を参照した。 
学徒出陣の記憶とその受容について 







3 月 全294頁)、『学徒出陣証言集(「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下) 第 1 分冊』(2018年 
3 月 全314頁)、『学徒出陣証言集(「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下) 第 2 分冊』(2018年 


















 1943年 9 月22日のラジオ放送で東条英機首相が学生の徴兵猶予撤廃などを演説し、同年10月 2 
日には「在学徴集延期臨時特例」が公布されているが、法政大学では学部学生のうち 4 分の 3 が
                                                                
8
  『毎日新聞』2018年 6月 7日付夕刊の文化面に「Topics 法政大学の学徒出陣調査 当事者の貴重な証言集  
研究の深化に貢献」という見出しで出陣学徒の証言集刊行の記事（栗原俊雄記者執筆）が掲載されている。 
9
  『法政大学と出陣学徒(「法政大学と出陣学徒」事業報告書 上)』（法政大学 2017 年 3 月）42 頁。以下、
この（1）の項の執筆にあたっては、同書 37頁～50頁(奥武則氏執筆)を参照した。 
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 聞き取り調査した段階での年齢をみていくと、最高年齢は関貢氏(番号 2 )11 の95歳、最少年齢




 学徒出陣体験者の生年をみていくと、1919年(大正 8 ) 2 名、1920年(大正9) 1 名、1921年(大正
10) 4 名、1922年(大正11) 7 名、1923年(大正12) 6 名、1924年(大正13)11名、1925年(大正14) 7 名、
1926年(大正15) 4 名で、1921年(大正10)～1925年(大正14)が全体の 8 割強を占め、大半が大正末
                                                                
10
 この(2)の項では 25～26 頁に掲載した「法政大学学徒出陣・学徒動員聞き取り者一覧表」を参照のこと。同一
覧表は『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1 分冊』（法政大学 2018 年 3 月）
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年の生まれで、昭和金融恐慌が起こり、軍部が台頭し日中戦争が勃発して軍事色が強くなってきた
時代に幼年期から少年期を過ごしていた若者たちであったことが浮かび上がってくる。 
 出身地をみていくと、東京19名、東京以外の関東は10名で、それ以外に九州 6 名、東海 3 名、





 聞き取り調査した学徒出陣体験者の法政大学に入学した年度をみていくと、1936年(昭和11)度 1 
名、1939年(昭和14)度 4 名、1940年(昭和15)度 6 名、1941年(昭和16)度 7 名、1942年(昭和17)度
13名、1943年(昭和18)度 6 名、1944年(昭和19)度 4 名、1945年(昭和20)度 1 名で、聞き取り調査
をした出陣学徒の約 6 割近くが第 2 次世界大戦開戦(日米開戦)後の入学で、法政大学での学生生
活を戦時下で迎えていたことがわかる。 
 また入学した学部などは予科26名、専門部15名(内訳は法律科 3 名、政治経済科 7 名、高等商業
部 4 名、大陸部 1 名)、航空工業専門学校 1 名、学部 2 名(法文学部政治経済学科 2 名)で、 9 割以
上が法政大学の予科や専門部に入学してきていた13。しかし、卒業については学徒出陣し勉学を中
断せざるを得なくなっていたが、戦後、復学した者を含め、卒業学部などは予科 1 名、専門部 9 
名(内訳は法律科 2 名、政治経済科 3 名、高等商業部 3 名、大陸部 1 名)、工業専門学校 2 名、学
部32名(内訳は法文学部法律学科 1 名、同学部政治経済学科 6 名、同学部文学科 1 名、経済学部経







                                                                
12
 現在、判明している法政大学からの学徒出陣者の総数は 3,395 名で、うち本籍地が関東地方である者は 1,300
名（全体の 38.3％）であった（『法政大学と出陣学徒（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 上）』121頁）。 
13
 なお、判明している法政大学からの学徒出陣者 3,395 名の出征時の学部学科は予科 381 名、専門部 1,124 名
(内訳は法律科 167 名、政治経済科 462 名、高等商業部 244 名、大陸部 87 名、高等師範部 164 名)、航空工
業専門学校 62 名、学部 1,828 名（内訳は法文学部 473 名、経済学部 1,355 名）であった（『法政大学と出陣
学徒（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 上）』120頁)。 
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 そのため入隊時の年齢をみていくと、18歳 3 名、19歳 8 名、20歳15名、21歳 9 名、22歳 6 名、
25歳 1 名となっており、1943年12月24日に勅令「徴兵適齢臨時特例」が公布され徴兵年齢が引き
下げられていく時期に入学してきた者もいたので、年齢幅は18歳～25歳と大きかった。入隊の平
均年齢は20.3歳で 7 割以上が19歳～21歳で軍隊に入隊していた。 
 
⑥ 学徒出陣体験者の軍隊生活の年数と赴任・復員 
 軍隊生活がもっとも長かったのは関貢氏(番号 2 )で 4 年11ヵ月であったが、保田英男氏(番号
27)のように終戦間近い1945年(昭和20) 8 月 1 日に入隊し、終戦後、復員するまで 3 日間軍隊にい
て除隊になったので、その入隊期間が僅か18日という者もいた。そのため軍隊生活には長短があ
り、平均で 1 年 6 ヵ月であったが、前出の関貢氏のように捕虜生活を含め 5 年近くも実質的に軍
隊生活を送っているような者もいた。 
 軍隊での配属先を陸軍・海軍別でみていくと、陸軍が34名で圧倒的に多く、海軍は 8 名であっ
た。陸軍に入隊した者の多くは歩兵や砲隊に所属し、なかには近衛師団に入隊したものや、航空隊
に志願し整備兵として勤務に就いている者もいた。海軍に入隊した 8 名のうち 1 名を除きすべて
茨城県百里原などで飛行訓練を受け飛行隊に所属していた。 
                                                                
14
 法政大学からの学徒出陣者 3,395 名の出征年次は、年次不明者 462 名を除き 1943 年（昭和 18）1,476 名、
1944 年（昭和 19）655 名、1945 年（昭和 20）802 名であった（『法政大学と出陣学徒（「法政大学と出陣学
徒」事業報告書 上）』120頁)。 
学徒出陣の記憶とその受容について 





 1945年 8 月15日、日本はポツダム宣言を受託して終戦を迎えるが、出陣した学徒たちは戦争が
終わったその年の暮れまでに 7 割以上の32名が除隊となり復員していた。しかし外地に赴任して







 法政大学が 6 年の歳月をかけて取り組んできた法政大学における出陣学徒調査については、
2017年12月 8 日、法政大学の市ヶ谷キャンパスでその調査の最終報告会が学内外から約120名の参
加者を得て開催された。その次第は、以下のようなものであった。 
  1 開会の挨拶 
  2 法政大学における学徒出陣調査最終報告 
  3 座談会 
  4 講評 
  5 質疑応答 
  6 閉会の挨拶 
 このように最終報告会は開会の挨拶に始まり、学徒出陣調査の最終報告、座談会、講評、質疑応





た。      
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 (1) 戦時下の大学生活 
  ① 戦時下の法政大学および大学の状況 
  ② 戦時下の学生生活 
  ③ 徴兵猶予停止時の心境 
  ④ 出陣学徒壮行会 
 (2) 軍隊生活 
  ① 学徒兵の特殊性 
  ② 学徒兵が得ていた情報 
  ③ 軍隊内での暴力や不条理 
  ④ 戦闘経験と特攻 
  ⑤ 大局的な戦争観と敗戦の予感 
 (3) 戦後体験 
  ① 八月一五日の終戦 
  ② 捕虜生活と抑留体験 
 (4) 本事業の意義・課題 
  この座談会をうけて田中優子法政大学総長による講評が行われ、その後、座談会で話された内
                                                                
16
 登壇者は奥武則元教授、根崎光男教授、小林ふみ子教授、古俣達郎専門嘱託と筆者の 5 名で、司会は鈴木智
道准教授が担当した。 
学徒出陣の記憶とその受容について 












影響力を持っていた事が推測される」(Ａ君 4 年生 男性)と記し、法政大学が国家権力の前に学徒
出陣などに反対できない状況にあったことを理解していた。 






た」(Ｄ君 4 年生 男性)との感想を記し、現在、自分たちが置かれている現状の中での政治意識を
「平和ボケ」と吐露し、政治に関わる話をしただけで警察に拘束され、思想や言論の自由が許され
                                                                
17
 この最終報告会の様子は録音されテープ起こしされており、最終報告会での発言はすべて『学徒出陣証言集
（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下） 第 1 分冊』（2018 年 3 月）に収録されている。本節 3 の（2）
（3）の執筆にあたってはこの最終報告会の記録をもとに論じた。 
18











 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）26頁～28頁。 
20
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）30頁。 
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ない「息苦しい世の中」と表現して感想を記し、そのことが強く印象に残ったようである。 
 徴兵猶予停止の心境などについて、繰り上げ卒業になる直前の状況として立花通夫氏(番号 3 )
の「学生服で銀座に遊びに行きましたら特高から『学生のくせになに昼間から遊んでいるんだ』と
怒られ(特高に)連れて行かれた」という話21 を聞き、一人の学生は「都内で昼に外にいるのを見









かったというのが興味深く感じた」(A君 4 年生 男性)と当時の学生の行動に意外性を感じている。
また「くるみ割り人形の公演を観に行き、どうせ死んでしまうなら..と最後の楽しみを名残惜しく
思っていたという事を聞きました。( 中略 ) 私と当時同い年だった野村さんは、そのくるみ割り
人形をどういう思いで見ていたのか、それを考えただけで胸がいっぱいで苦しかったです」(Ｂさ







な経験であった」(Ａ君 4 年生 男性)と述べ、また別の学生は「学徒兵について詳しく知らなかっ
たのですが、一般兵と大きく違いがあり、また、当時の大学生の数は数％であるのに、その大学生
までも召集される程人が足りなく、余裕のない状況であったのだということが言葉からだけでも痛
烈に伝わってきました」(Ｃさん 3 年生 女性)と戦局の状況にまで思いを巡らしていた。 
                                                                
21
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）32頁。 
22
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）33頁。 
23
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）34頁。 
学徒出陣の記憶とその受容について 






( 中略 ) メガネを全て割られてしまったという話はその状況の過酷さを物語っており、生死をか
けた毎日の中で出陣した学徒もその他の兵も心の余裕を持てない生活が続いていたという事を感じ
させられた」(Ａ君 4 年生 男性)との感想を記している。一方、他の学生はそのような仕打ちに対
し「意外」と思い、その理由を「当時、戦争に行く方はとても偉大な扱いを受けていたという認識









を落としたと思うと非常に悔やまれる」(Ｄ君 4 年生 男性)との感想を寄せる学生もいた。 
 さらに当時の戦争観や敗戦の予感などに対し、勤労動員された芳野東一郎氏(番号16)が動員先
で部品を作るアメリカ製の機械を見て敗戦を予想したとの体験談が紹介されたが27、それを聞いて、
戦時下の「日本の無力」さを感じ取り、そのことを感想として記す学生(Ｂさん 3 年生 女性)がい
た。また敗戦の予感については、特に上島武雄氏(番号 8 )が「『こんなばかな戦争をなぜしたのだ
ろう』という思いから、( 中略 ) 『もう駄目だと思った』 ( 中略 ) 『自分なんかは反戦論者の
最先端だった』」との証言が紹介されると、学生たちの中には、自分が以前、戦争について聞いた
人の中には「戦争は勝利に向かっていると伝えられており、末期までは戦況は優勢だと思っていた
と語る人も多く、その点でも今まで伝え聞いていた戦争体験と異なり印象深かった」(Ａ君 4 年生 
男性)と記す学生もいた。またそれらの証言に対し「学徒の中には敗戦を確信していた人も少なか
                                                                
24
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）35頁。 
25
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）36頁。 
26
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）37頁。 
27
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）39頁。 
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さん 3年生 女性)と当時の学徒兵が置かれていた状況を再認識するような感想も寄せられた。 
 また終戦を迎え岡山の実家に帰った水野雅之氏(番号26)が虚無感の中で自分自身をコントロー
ルできなくなって、刀剣をもって「近くの山に入って、思い切って木を切り倒した」という話29 
















                                                                
28
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）41頁。 
29
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）41頁。 
30
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）42頁～43頁。 
31
 『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（2018年 3月）43頁～44頁。 
学徒出陣の記憶とその受容について 



























君 4 年生 男性)という感想が寄せられた。 
 
（３）最終報告会参加学生の報告会全体の印象と感想 
 最終報告会に参加した学生が 2 時間の報告会全体で何を得て何を感じたのか、出陣学徒兵の記
憶伝承という視点からみていくと非常に興味深いものがある。以下、参加学生の感想文をもとに検
- 18 -
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いました」(Ｂさん 3 年生 女性)と記し、「私は、当時の人々はみな国のために忠義を尽くし死ぬ









イメージする事が出来た。」(Ａ君 4 年生 男性) 
② 「私と同年代だった男子学生達が、この歳で常に死と隣り合わせで過ごしていた事への驚
きです。法政大学からはデータ上3395名の学生が学徒出陣をしたと見られ、その中のおよ
そ 5 分の 1 となる694名が戦地で命を落としていた事を知りました。当時の国の戦争に対す
る雰囲気や、一般市民の生活など、今までテレビや新聞で何度か見たことがありました。し
かし、こんなに身近な母校の卒業生が当時どういう思いをして過ごしていたか、それを知る
事ができるのは本当に貴重な経験だと思います。( 中略 ) 同時にもう 2 度と、同じ過ちを





( 中略 ) 私が今こうして大学生として日々健康に過ごせていることは、本当に幸せで有難
いことなのだと改めて思いました。」(Ｃさん 3 年生 女性) 
学徒出陣の記憶とその受容について 
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④ 「当時の大学生というのはいわゆるエリートであり、命の重さに差をつけるわけではない
が、そのような人まで戦争に向かわせているのは愚行としか言いようがないと感じた。 
( 中略 ) 私たちと同じように、将来に希望を抱いていた同年代の学生が、意思とは関係な
く道が閉ざされてしまったという事実に、私たちは考えること・生きること・平和を維持す
ること等様々な義務を負っていると考える。いま私たちがこのように暮らせていることも戦






















慣をつけたいと思いました。」(Ｆ君 3 年生 男性) 
⑦ 「とてもいい経験になったと感じました。実際に学徒出陣した方からの生の意見を聞くこ
とで当時の生活の様子や自分自身が今まで知らなかったことを知ることができたと思いまし
た。 ( 中略 ) 僕が一番感じたことは戦争で亡くなっていった方の思いを如何に考え伝えて
- 20 -
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 その紙媒体に記録したものは、『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1 分冊』
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番号 氏名 生年月日 聞取り実 施年月日 
聞取り時年齢 出身地 
法政入学年月日 法政入学学部など 大学生活 法政卒業 年月日 法政卒業学部など 出陣壮行会参加の有無
入隊前の法政在籍 入隊年月日
入隊時の年齢 復員年月日
軍隊年数 部隊名 (配属先) 主な任地 終戦時の 赴任地 軍隊での 経歴・体験 復学 年月日 戦後の 主な経歴 
1 酒井日慈(実) 1919/5/6(T.8) 2012/10/23 93 東京市浅草区 1936/4/1(S.11) 予科第１部 新劇運動 1941/12(S.16) 法文学部文学科   5 年 1942/2/1(S.17) 22 1946/3/1(S.21) 4 年 1 ヶ月 東部第 101 連隊(東京赤坂) 中国南京 中国南京 南方警備隊   池上本門寺貫首 
2 関 貢 1920/1/1(T.9) 2015/7/24 95 神奈川県足柄上郡 1940/4/1(S.15) 専門部第二部政治経済科 働きながら通学 1942/9(S.17) 専門部第二部政治経済科   1 年 6 ヶ月 1942/9/29(S.17) 22 1947/8/27(S.22) 4 年 11 ヶ月 
近衛師団歩兵第2連隊(東京竹橋) 
スマトラ島 スマトラ島 1943.4 南方へ出発   国鉄職員 
3 立花通夫 1919/1/1(T.8) 2013/2/2 94 東京市麹町区 1939/4/1(S.14) 予科第 2部 陸上部 1943/9(S.18) 経済学部経済学科 仕事で不参加 4年 5 ヶ月 1944/1(S.19) 25 1945/8(S.20) 1 年 7 ヶ月 
満州移動の旭川の部隊(満州) 
満州で入営 朝鮮の済州島     法政大学職員 
4 行待明夫 1921/8/13(T.10) 2012/9/7 91 京都府竹野郡 1939/4(S.14) 予科第 2部 自由な寮生活 1943/9(S.18) 経済学部経済学科   4 年 5 ヶ月 1944/2/1(S.19) 22 1945/8(S.20) 1 年 7 ヶ月 中部 38 部隊(三重県久居) 松江 愛知県小牧 飛行機エンジン整備   京都府庁  
5 清家豊雄 1924/2/21(T.13) 2012/9/14 88 愛知県名古屋市 1941/4(S.16) 専門部高等商業部 剣道部 1943/9(S.18) 専門部高等商業部   3 年 6 ヶ月 1944/10(S.19) (志願)20 1945/10(S.20) 1 年 
前橋陸軍予備士官学校(東部 83部隊) 千葉県柏 千葉県柏     
平和紙業(株) 
6 一色義雄 1921/12/23(T.10) 2014/8/21 92 東京市渋谷区 1939/4(S.14) 専門部第二部高等商業部 働きながら通学 1944/9(S.19) 法文学部政治経済学科   3 年 6 ヶ月 1943/12/1(S.18) 21 1945/8(S.20) 1 年 9 ヶ月 
東部第 12 部隊(近衛野砲 3連隊) 満州 
千葉県八日市場     東急電鉄 
7 伊藤喜美 1922/2/9(T.11) 2014/2/14 92 岐阜県恵那郡 1942/4(S.17) 法文学部政治経済学科 図書館で読書 1944/9(S.19) 法文学部政治経済学科 不参加 1 年 8 ヶ月 1943/12(S.18) 21 1945/8 ( ? ) 2 年 8 ヶ月 中部第４部隊(岐阜) 東京中野 名古屋 
豊橋予備士官学校・陸軍中野学校   
スーパー経営 
8 上島武雄 1922/11/18(T.11) 2013/6/17・24 90 東京市本郷区 1940/4/1(S.15) 予科第 2部 英語習得に励む 1944/9(S.19) 法文学部政治経済学科   3 年 8 ヶ月 1943/12/10(S.18) 20 1945/8/24(S.20) 1 年 8 ヶ月 横須賀第 2海兵団(横須賀) 土浦 茨城県百里原     オーディオ会社経営 
9 島崎晃 1921/10/29(T.10) 2015/3/26 93 熊本県八代郡 1942/4(S.17) 法文学部政治経済学科 珊瑚会に参加 1944/9(S.19) 法文学部政治経済学科   1 年 8 ヶ月 1943/12/10(S.18) 22 1946/7/2(S.21) 2 年 7 ヶ月 佐世保第二海兵団(佐世保) ジャワ レンパン島     日華油脂勤務 
10 江藤正 1921/5/9(T.10) 2013/9/22 92 福岡県京都郡 1940/4/1(S.15) 予科第 2部 野球部 1944/9(S.19) 経済学部経済学科   3 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 22 1946/3(S.21) ２年 4 ヶ月 西部第 72 部隊   台湾 阿城予備士官学校(満州)   南海ホークス 
11 櫻井眞一郎 1922/5/22(T.11) 2013/7/25 91 群馬県碓氷郡 1940/4/1(S.15) 予科第 2部 軟式野球部 1944/9(S.19) 経済学部経済学科   3 年 8 ヶ月 1943/12/10(S.18) 21 1945/8/24(S.20) 1 年 8 ヶ月 横須賀第 2海兵団(横須賀) 土浦 茨城県百里原     日新興商勤務 
12 田中三郎 1922/1/5(T.11) 2013/11/25 91 東京市向島区 1940/4/1(S.15) 予科第 2部   1944/9(S.19) 経済学部経済学科 用事で不参加 3年 8 ヶ月 1943/12/10(S.18) 21 1945/8(S.20) 1 年 8 ヶ月 横須賀第 2海兵団(横須賀) 鹿児島県出水 山形県神町     東洋端子勤務 
13 橋口虔一 1922/1/1(T.11) 2015/9/10 93 佐賀県杵島郡 1940/4(S.15) 予科第 2部   1944/9(S.19) 経済学部経済学科 帰省で不参加 3年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 21 1946/8(S.21) 2 年 8 ヶ月 西部第 54 部隊 シンガポール 台湾     NEC 
14 古市實 1922/3/30(T.11) 2012/9/6 90 埼玉県北埼玉郡 1939/9(S.14) 専門部政治経済科 射撃部主将 1944/9(S.19) 経済学部経済学科   4 年 3 ヶ月 1943/12/1(S.18) 21 1945/12(S.20) 2 年 
近衛師団歩兵第3連隊(東京六本木) 宇都宮 各務原 
各務原飛行場指導教官   会社経営 
15 田端豊 1923/6/13(T.12) 2013/3/15 91 東京市芝区 1942/4(S.17) 専門部政治経済科   1944/9(S.19) 専門部政治経済科   1 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 22 1946/6 (S.21) 3 年 
近衛師団歩兵第 5連隊補充隊(佐倉) 
シンガポール シンガポール 前橋陸軍予備士官学校   電化製品販売 
16 芳野東一郎 1925/4/1(T.14) 2015/9/4 90 東京市麹町区 1942/4/1(S.17) 専門部高等商業部 副学生長 1944/9(S.19) 専門部高等商業部   2 年 6 ヶ月 1944/10/10(S.19) 19 1945/8/15(S.20) 7 ヶ月 仙台陸軍予備士官学校     (病気で退校)   文化工業勤務 
17 小村茂 1923/2/6(T.12) 2014/3/28 91 朝鮮 1942/4/1(S.17) 予科第１部 自由な寮生活 1944/9(S.19) 予科第１部 覚えていない 1 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 20 1945/8 ( ? ) 1 年 8 ヶ月 
野戦重砲第 7連隊(東京三宿) 札幌 栃木県黒磯     
バッテリー会社経営 
18 相澤猛 1924/2/16(T.13) 2015/6/4 91 千葉県匝瑳郡 1941/4/1(S.16) 予科第 2部 剣道部 1945/9(S.20) 経済学部経済学科   4 年 1945/3/29(S.20) 21 1945/9/11(S.20) 6 ヶ月 東部第 55 部隊(金沢市) 九十九里 千葉県佐原 穴掘り 1945/9/30 中央労働委員会 
19 上野順 1925/1/22(T.14) 2015/7/22 90 長崎県長崎市 1943/4/1(S.18) 専門部大陸部   1945/9(S.20) 専門部大陸部 覚えていない 1 年 9 ヶ月 1945/1/10(S.20) 19 1945/10/16(S.20) 10 ヶ月 錦 2445 部隊(高知) 満州東安 高知   1945/10/16(?) 松庫商店 
20 大野眞廣 1924/2/29(T.13) 2012/8/27 88 熊本県玉名郡 1941/4/1(S.16) 予科第 2部 剣道部 1946/9(S.21) 経済学部経済学科 見送る 3 年 5 ヶ月 1944/9(S.19) 20 1945/10/16(S.20) 1 年 霞ヶ浦海軍航空隊(土浦) 松山 美幌   1945/9/30 九州産業交通 
21 大野友清 1926/10/6(T.15) 2015/3/11 88 熊本県玉名郡 1944/4/1(S.19) 専門部高等商業部 射撃部 1947/3(S.22) 専門部高等商業部   1 年 4 ヶ月 1945/5 (S.20) 18 1945/9初旬(S.20) 1 年 1 ヶ月 彗 8063 部隊(下関)   九州部崎(へさき)   1945/9/26 肥後銀行 
22 知和静夫 1924/7/13(T.13) 2014/10/16 90 広島県双三郡 1942/4/1(S.17) 予科第 2部   1946/9(S.21) 経済学部経済学科   2 年 7 ヶ月 1944/10/25(S.19) 20 1945/11(S.20) 11 ヶ月 豊橋第 1陸軍予備士官学校 山口県 広島( ? )   1945/12/1 法政第 1高校教員 
23 野村謙三 1923/7/31(T.12) 2015/6/10 91 東京市渋谷区 1941/4/1(S.16) 予科第 2部 自転車競技部 1946/9(S.21) 経済学部経済学科 不参加 2 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 20 1945/8/30(S.20) 1 年 8 ヶ月 東部第 52 部隊 金沢 ( ? )        ( ?  ) 日加工業 
24 福島明 1924/5/28(T.13) 2014/11/29 90 東京市牛込区 1942/4/1(S.17) 予科第 2部   1946/9(S.21) 経済学部経済学科   3 年 1945/4/1(S.20) 20 1945/8(S.20) 8 ヶ月 東部 83 部隊(佐倉) 佐倉 佐倉( ? ) 幹部試験不合格 1945/9/30 法政第 1高校教員 
25 吉田謙 1924/10/18(T.13) 2014/12/10 90 東京市大森区 1942/4/1(S.17) 予科第 2部   1946/9(S.21) 経済学部経済学科   3 年 1945/3/29(S.20) 20 1945/9/10(S.20) 6 ヶ月 東部第 48 部隊(富山)   千葉県銚子   1945/9/30 海苔問屋社長 
26 水野雅之 1926/9/30(T.15) 2014/11/16 88 千葉県四街道市 1944/4/1(S.19) 航空工業専門学校 入隊志願 1947/3(S.22) 工業専門学校   1 年 1945/4/1(S.20) (志願)18 1945/8/23(S.20) 5 ヶ月 滋賀海軍航空隊(予備生徒)   茅ヶ崎   1945/10/1 岡山県庁 
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番号 氏名 生年月日 聞取り実 施年月日 
聞取り時年齢 出身地 
法政入学年月日 法政入学学部など 大学生活 法政卒業 年月日 法政卒業学部など 出陣壮行会参加の有無
入隊前の法政在籍 入隊年月日
入隊時の年齢 復員年月日
軍隊年数 部隊名 (配属先) 主な任地 終戦時の 赴任地 軍隊での 経歴・体験 復学 年月日 戦後の 主な経歴 
27 保田英男 1925/2/26(T.14) 2015/8/27 90 東京市蒲田区 1943/4/1(S.18) 予科第１部   1947/3(S.22) 工業専門学校 参加 2 年 4 ヶ月 1945/8/1(S.20) 20 1945/8/18(S.20) 18 日 航空隊 千葉県南柏 千葉県南柏 整備兵 1945/10/1 日本コロムビア 
28 入山廣平 1925/2/1(T.14) 2014/12/15 89 東京市荒川区 1942/4/1(S.17) 予科第１部   1947/9(S.22) 経済学部経済学科   2 年 6 ヶ月 1944/10/10(S.19) 19 1945/9/9(S.20) 11 ヶ月
前橋陸軍予備士官学校(東部 63部隊) 甲府 甲府 防空壕掘り 1945/9/25 東京都庁 
29 小川昇 1922/9/23(T.11) 2013/4/10 90 埼玉県北足立郡 1941/4(?) (S.16) 専門部政治経済科 山岳部 1947/9(S.22) 経済学部経済学科 中止情報で不参加 3 年 8 ヶ月 1943/12/10(S.18) 21 1945/8/24(S.20) 1 年 9 ヶ月 海軍航空隊(土浦)   百里 訓練 1945/9/30   
30 佐藤行彌 1924/1/3(T.13) 2012/11/14 88 東京市牛込区 1942/4/1(S.17) 予科第１部 ハンドボール部 1947/9(S.22) 経済学部経済学科 参加 (?) 2 年 4 ヶ月 1944/9(S.19) 20 1945/8(S.20) 1 年 東部 36 部隊 宇都宮 宇都宮 歩兵 1945/9/30   
31 吉川昌 1923/5/10(T.12) 2014/9/26 91 千葉県香取郡 1941/4/1(S.16) 予科第 2部   1947/9(S.22) 経済学部経済学科 知らなかった 2 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 20 1945/8/15(S.20) 2 年 9 ヶ月 陸軍の柏自動車学校 鈴鹿 知覧   1945/9/30 ヤンマー 
32 小牧治市 1923/8/7(T.12) 2015/3/27 91 岐阜県本巣郡 1941/4/1(S.16) 専門部法律科   1948/3(S.23) 法学部法律学科 参加 2 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 20 1946/6(S.21) 2 年 7 ヶ月 陸軍 68 連隊中部第 4部隊 シンガポール シンガポール 経理 1946/7/25 名古屋税関 
33 杼原睦 1924/6/19(T.13) 2014/11/16 90 広島県御調郡 1944/4/1(S.19) 予科第 2部   1948/3(S.23) 法学部政治学科   1 年 1 ヶ月 1945/5/5(S.20) 20 1945/9/12(S.20) 4 ヶ月 広島野砲連隊 山口県 高知後免飛行場近郊 大砲試射 1945/10/26 特定郵便局長 
34 植木茂郷 1925/10/17(T.14) 2014/10/28 88 神奈川県横浜市 1943/4/1(S.18) 予科 馬術部 1948/3(S.23) 経済学部経済学科   2 年 1945/4/6(S.20) 19 1945/8/30(S.20) 4 ヶ月 東部 63 部隊(甲府) 神奈川県大磯 大磯 陣地構築 1945/9/30 神奈川県警 
35 坂本清 1926/1/1(T.15) 2015/6/10 89 東京市世田谷区 1943/4/1(S.18) 予科第 2部 陸上部 1948/3(S.23) 経済学部経済学科   2 年 3 ヶ月 1945/7(S.20) 19 1945/9/8(S.20) 3 ヶ月 東部 37 部隊(水戸)   水戸 海岸防備 1945/9/17 税務大学校 
36 丸山吉五郎 1925/3/25(T.14) 2013/3/28 88 埼玉県大里郡 1943/4/1(S.18) 予科第 2部 陸上部 1948/3(S.23) 経済学部経済学科   1 年 6 ヶ月 1944/10/10(S.19) 19 1945/8(S.20) 10 ヶ月 前橋陸軍予備士官学校 水戸 宇都宮        ( ?  ) 法政大学(教授) 
37 太田惇 1928/3/31(S.3) 2013/11/6 85 神奈川県逗子市 1945/4/1(S.20) 専門部法律科 勤労動員 1948/3(S.23) 専門部法律科                          ( ?  ) 倉庫会社 
38 中島高明 1924/6/26(T.13) 2014/11/10 90 東京府 1945/4/1(S.20) 専門部法律科   1948/3(S.23) 専門部法律科   0 ヶ月 1945/4 ( ? ) 21 1945/8/15(S.20) 4 ヶ月 晴 1903 部隊(祖師谷大蔵)            ( ?  ) 寝具店経営 
39 曽我益也 1929/2/20(S.4) 2014/2/12 85 京都府 1945/4/1(S.20) 専門部政治経済科 勤労動員、野球部 1948/3(S.23) 専門部政治経済科                       新東宝撮影所長 
40 須田耕作 1924/10/12(T.13) 2014/9/29 89 東京府北多摩郡 1942/4/1(S.17) 予科第１部 ハンドボール部 1949/3(S.24) 経済学部経済学科   2 年 4 ヶ月 1944/8/17(S.19) 19 1946/3/21(S.21) 1 年 7 ヶ月 熊谷陸軍飛行学校 北支那 南京 (捕虜生活)      ( ?  ) 都議会議員 
41 竹内章一郎 1924/6/25(T.13) 2014/10/7 90 東京市下谷区 1942/4/1(S.17) 予科第１部 アリオンコール 1949/3(S.24) 経済学部経済学科   2 年 8 ヶ月 1944/12/1(S.19) (志願)20 1947/1(S.22) 2 年 2 ヶ月 中部 128 部隊 満州 満州(安東) (シベリア抑留) 1945/1/28 自営業 
42 坂本一郎 1926/3/17(T.15) 2014/10/22 88 栃木県上都賀郡 1943/4/1(S.18) 予科第 2部 射撃部 1949/3(S.24) 経済学部商業学科   2 年 6 ヶ月 1944/10/10(S.19) (志願)18 1945/9(S.20) 11 ヶ月 豊橋第 2陸軍予備士官学校 金沢→富山 銚子近郊(飯岡) 塹壕掘り 1946/1/1 三菱銀行 
43 湯浅信雄 1923/11/21(T.12) 2015/6/22 91 東京府荏原郡 1942/4/1(S.17) 専門部政治経済科   1949/3(S.24) 経済学部経済学科 参加 1 年 8 ヶ月 1943/12/1(S.18) 20 1945/9/1(S.20) 1 年 9 ヶ月 東部第 88 部隊 相模原 大本営(市ヶ谷) 無線訓練 1946/4/1 証券会社社長 
44 黒岩銈三 1925/9/6(T.14) 2014/10/30 89 東京市淀橋区 1944/4/1(S.19) 専門部政治経済科   1950/3(S.25) 法学部政治学科   8 ヶ月 1944/12/19(S.19) 19 1946/1(S.21) 1 年 1 ヶ月 
中支派遣軍鵄第 3063 部隊(高崎)   南京 
中国各地を転戦      ( ?  ) 公立中学教員 
 
（注）この一覧表は『学徒出陣証言集（「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 1分冊』（法政大学 2018年 3月）と『 同 （「法政大学と出陣学徒」事業報告書 下）第 2分冊』（法政大学 2018年 3月）を参照し作成し
た。なお、それら事業報告書掲載の基礎データは法政大学所蔵の「学籍簿」をはじめ、アンケート調査回収票、聞き取り調査などで得られた情報である。 
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